
わ
ん
や
法
難
時
の
事
情
等
に
お
い
て
お
や
で
あ
る
。

流
人
僧
潮
音
寺
日
照
、
三
宅
よ
り
神
津
へ
島
替
、
降
賢
院
日
照
と

し
て
再
起
、
師
の
動
向
・
行
状
並
不
受
清
僧
と
し
て
忍
難
弘
教
の
法

悦
に
三
宅
・
神
津
両
島
三
十
五
年
苦
節
を
全
う
し
齢
七
十
七
歳
の
生

涯
の
一
片
で
も
確
認
出
来
た
事
を
報
告
す
る
に
留
め
た
い
。

尚
、
神
津
島
調
査
中
流
人
墓
地
内
に
於
て
「
栄
学
院
日
恕
元
禄

四
年
四
月
十
日
身
延
武
井
坊
」
と
あ
る
石
碑
を
発
見
し
た
。
『
身

延
山
史
』
に
よ
れ
ば
、
日
恕
は
延
宝
七
年
二
月
廿
一
日
身
延
山
第
三

十
世
寂
遠
院
日
通
遷
化
通
師
御
避
言
の
後
董
飯
高
談
林
先
聖
一
円
院

日
脱
上
人
晋
山
に
対
し
反
対
派
御
鬮
派
と
紛
糾
を
生
じ
、
依
っ
て
十

月
四
日
奉
行
所
裁
定
、
反
対
派
十
二
名
は
御
預
け
、
追
放
、
遠
島
の

科
を
受
く
。
こ
の
日
恕
は
遠
島
組
の
一
人
で
あ
り
、
武
井
坊
十
三
世

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
詳
細
は
後
考
を
期
す
。

行
学
院
日
朝
（
一
四
二
二
’
一
五
○
○
）
の
教
学
は
、
教
学
史
の

行
学
院
日
朝
の
研
究

ｌ
中
古
天
台
の
影
響
Ｉ

北

川

前
肇

上
で
中
古
天
台
の
影
響
を
受
け
た
理
本
覚
的
観
心
主
義
と
称
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
従
来
中
古
天
台
の
影
響
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
が
ら
、

具
体
的
に
如
何
な
る
流
派
の
相
承
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
検
証
さ
れ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
流
派
の
相
承
と
朝
師
の
思

相
教
学
へ
の
影
響
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と
思
う
。

朝
師
は
永
享
十
二
年
（
一
四
四
○
）
十
九
才
の
頃
か
ら
約
五
年
間

星
野
山
無
量
寿
寺
仏
蔵
坊
、
即
ち
仙
波
談
林
で
修
学
し
た
。
日
蓮
教

団
全
史
に
仙
波
遊
学
の
談
義
所
を
伝
蔵
坊
（
三
○
六
頁
）
と
記
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
仏
蔵
坊
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
仙
波
の
他
に
足
利
学

校
、
真
言
宗
鍾
阿
寺
、
京
都
、
奈
良
、
高
野
山
等
を
歴
訪
し
、
俗
学

及
び
八
宗
十
宗
に
亘
る
学
問
を
修
め
た
。
そ
の
学
問
の
広
さ
は
一
代

五
時
記
・
御
書
見
聞
等
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
中
古
天
台
の

影
響
を
考
え
る
と
き
、
仙
波
で
の
五
年
間
が
そ
の
中
心
で
あ
ろ
う

が
比
叡
山
遊
学
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
管
見
の
朝
師

著
作
中
に
叡
山
遊
学
に
つ
い
て
論
述
し
た
簡
処
は
存
し
な
い
。
後
世

の
別
頭
統
紀
に
は
登
叡
を
記
し
、
執
行
博
士
は
日
蓮
宗
教
学
史
で
叡

山
に
お
い
て
四
箇
年
台
密
を
修
学
し
た
こ
と
を
述
べ
、
教
団
全
史
に

も
叡
山
遊
学
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
如
何
な
る
資
料

に
基
づ
き
叡
山
遊
学
を
記
述
し
た
の
か
明
確
で
な
い
。
た
だ
真
如
院

日
住
の
『
与
中
山
浄
光
院
書
』
（
宗
全
十
八
巻
）
に
、
「
今
度
身
延

ノ
当
住
山
門
ヨ
リ
下
向
候
二
入
一
脚
見
参
一
真
俗
物
語
サ
ス
ク
之
イ
ハ
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ワ
ニ
候
力
心
ニ
ク
、
御
座
ア
ル
ャ
ト
申
テ
候
」
と
朝
師
を
讃
め
て
い

る
文
に
よ
り
、
叡
山
に
在
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
朝
師
当
時
の
教
学
者
の
叡
山
遊
学
を
見
る
と
、
真
如
日
住
が

二
十
一
才
の
と
き
叡
山
東
塔
北
谷
虚
空
蔵
院
蔵
乗
坊
の
定
源
の
許
に

①

笈
を
負
う
て
い
る
。
更
に
平
賀
日
意
は
仙
波
へ
赴
き
周
防
公
と
称
し

朝
師
と
同
学
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
比
叡
山
東
塔
西
谷
の
覚
林
房
に
居

し
て
定
栄
と
名
の
り
、
三
年
間
天
台
学
を
修
し
た
（
平
賀
本
土
寺
継

図
次
第
）
・
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
朝
師
は
仙
波
遊
学
を
終

え
て
登
叡
し
、
叡
山
も
日
蓮
宗
の
学
僧
を
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。
そ
こ
で
朝
師
の
場
合
、
天
台
学
の
受
容
は
関
東
天
台
の
仙

波
と
、
京
天
台
の
比
叡
山
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

朝
師
の
所
持
本
に
見
ら
れ
る
中
古
天
台
の
書
は
、
恵
光
房
流
口
伝

書
の
北
谷
秘
典
四
巻
、
杉
生
流
の
心
栄
相
伝
二
十
五
冊
、
一
流
相
伝

抄
四
冊
、
蔵
田
最
種
抄
、
修
禅
寺
相
伝
私
註
な
ど
が
存
す
る
。
こ
れ

ら
の
う
ち
へ
一
流
相
伝
抄
は
お
そ
ら
く
仙
波
で
相
承
し
た
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
朝
師
著
作
中
に
見
ら
れ
る
流
派
の
相
承
を
整
理
す
る
と
、

慧
心
流
と
檀
那
流
の
両
流
が
相
伝
さ
れ
、
特
に
慧
翻
両
流
が
分
流
し

て
形
成
さ
れ
た
杉
生
流
と
恵
光
房
流
の
相
伝
が
頻
度
数
か
ら
い
っ
て

最
も
多
く
存
し
て
い
る
。

で
は
朝
師
の
教
学
に
中
古
天
台
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か

に
つ
い
て
、
顕
本
論
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

日
蓮
聖
人
は
『
開
目
抄
』
で
爾
前
及
び
諸
大
乗
経
に
応
身
・
報
身

の
顕
本
は
な
く
、
法
華
経
の
み
三
身
の
顕
本
が
説
か
れ
て
い
る
と
記

さ
れ
て
い
る
。
特
に
寿
量
品
で
伽
耶
始
成
の
釈
尊
が
開
顕
さ
れ
て
、

久
遠
実
成
が
説
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
応
身
顕
本
が
正
意
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。
朝
師
の
開
目
抄
見
聞
に
お
け
る
こ
の
文
の
解
釈

を
見
る
と
、
法
華
本
門
に
は
理
性
の
三
身
法
身
、
修
得
の
三
身
報
身
、

化
他
の
三
身
応
身
が
あ
り
や
理
性
の
三
身
法
身
が
本
門
の
色
の
三
身

無
作
三
身
の
手
本
と
な
る
と
釈
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
無
作
三
身
に

お
い
て
、
「
一
事
成
無
作
三
身
、
二
始
本
冥
一
無
作
三
身
、
三
唯
本

無
作
三
身
也
」
と
述
べ
、
一
は
始
覚
の
重
、
二
は
本
覚
の
重
、
三
は

不
覚
へ
理
性
、
本
理
の
重
が
あ
り
、
第
三
の
不
覚
、
本
理
の
法
身
に

よ
っ
て
第
二
の
報
身
、
第
二
よ
り
第
一
の
応
身
が
起
こ
る
と
い
う
。

つ
ま
り
、
根
本
を
不
覚
に
置
き
、
こ
れ
に
よ
っ
て
全
性
起
修
す
る
こ

と
を
説
く
法
身
顕
本
論
で
あ
る
。
望
月
歓
厚
博
士
は
、
本
理
か
ら
始

覚
へ
と
次
第
す
る
顕
本
論
は
、
顕
本
論
本
来
の
使
命
に
背
き
、
応
報

二
身
の
根
底
と
し
て
そ
の
本
地
身
を
探
求
す
る
の
が
報
身
顕
本
、
応

身
顕
本
の
理
想
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
顕
本
論
の
本
理
↓
本
覚
↓
始
覚
の
榊
造
に
影
霧
を
与
え
た
も

の
は
、
恐
ら
く
恵
光
房
流
の
思
想
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
尊
抄
私

記
に
恵
光
房
流
の
相
伝
と
し
て
上
述
の
無
作
三
身
の
文
が
記
さ
れ
、

「
今
〈
唯
本
ノ
重
ナ
ル
・
へ
シ
」
と
唯
本
無
作
三
身
の
重
が
述
べ
ら
れ
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て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
宗
義
に
関
す
る
口
伝
書
で
あ
る
当
家
朝
口

伝
に
も
同
様
に
恵
光
房
流
の
義
を
相
伝
し
、
法
身
の
重
が
説
示
さ
れ

て
い
る
。
畢
寛
、
朝
師
の
顕
本
論
に
お
い
て
は
恵
光
房
流
の
影
響
が

あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
法
界
観
を
一

瞥
す
る
と
、
不
覚
、
本
理
を
根
本
の
理
と
し
て
事
象
か
ら
超
出
さ
せ
、

そ
の
超
出
さ
せ
た
上
で
事
象
を
根
本
理
の
顕
現
し
た
も
の
と
し
て
肯

す
が
た

定
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
現
実
の
事
象
が
真
理
の
生
き
た
相
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
、
事
象
乃
至
、
事
の
絶
対
的
肯
定
、
自
然
主
義
に
陥

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

①
本
尊
抄
見
聞

日
蓮
聖
人
遺
文
中
、
「
受
持
」
の
語
句
の
用
例
は
二
十
有
余
篇
四

十
有
余
箇
所
に
及
ぶ
。
そ
の
用
例
は
、
引
用
経
論
中
や
他
の
語
句
と

並
記
等
、
様
を
で
あ
る
が
、
最
も
注
目
す
べ
き
教
義
的
用
例
は
『
本

尊
抄
』
の
、
い
わ
ゆ
る
「
受
持
譲
与
段
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

日
蓮
聖
人
の
受
持
論
を
理
解
す
る
に
は
「
受
持
譲
与
段
」
を
中
心
に

本
尊
抄
末
註
に
お
け
る
受
持
の
概
念
㈲

庵
谷
行
亨

考
察
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
聖
人
滅
後
の
諸
先
師
に
よ
る
受
持
の
概
念
を
探
る
こ
と

は
聖
人
の
受
持
の
概
念
を
理
解
す
る
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
聖
人

在
世
に
近
い
日
蓮
門
下
の
受
持
の
解
釈
は
、
聖
人
の
受
持
の
概
念
を

少
な
か
ら
ず
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
し
、
あ

る
い
は
ま
た
、
教
学
史
上
に
お
け
る
受
持
の
概
念
を
明
確
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
聖
人
の
受
持
論
に
取
り
組
む
自
ら
の
位
置
も
明
ら
か

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
趣
旨
の
も
と
に
、
日
蓮
聖
人
の
受
持
論
を
研
究
す
る
立
場

か
ら
、
特
に
『
本
尊
抄
』
末
註
を
中
心
に
日
蓮
教
学
史
上
に
お
け
る

受
持
の
概
念
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

望
月
歓
厚
博
士
著
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
維
義
』
第
三
巻
に
は
、
大

正
十
一
年
ま
で
の
『
本
尊
抄
』
の
末
註
と
し
て
七
十
三
篇
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
掲
載
に
漏
れ
た
も
の
も
多
少
あ
る
よ
う
で
、

こ
れ
に
大
正
十
三
年
以
降
の
も
の
を
加
え
る
と
、
気
づ
い
た
も
の
だ

け
で
も
百
篇
に
及
ぶ
。
こ
の
百
篇
の
内
、
披
見
し
得
た
も
の
は
五
十

三
篇
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
「
受
持
譲
与
段
」
の
解
説
の
無
い
も

の
や
、
注
釈
が
未
完
の
た
め
「
受
持
譲
与
段
」
に
及
ば
な
い
も
の
が

多
少
あ
り
、
実
際
に
考
察
の
対
象
に
な
る
の
は
三
十
有
余
篇
で
あ
る

（
今
回
は
、
都
合
に
よ
り
江
戸
中
期
頃
八
宝
暦
年
間
Ｉ
西
暦
一
七
五

○
年
代
１
祖
滅
約
四
七
○
年
Ｖ
迄
と
し
、
以
降
は
次
の
機
会
に
譲
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